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リアルタイム手話翻訳と表情に基づく感情フォント表現を統合した
コミュニケーション支援システムの開発
中沢研究室 ¦ 山田 陽也

この研究の一行要約

手話の意味に、表情で

伝えるニュアンスも添

える

統合方式を提案
手と顔の特徴点 感情フォントの表現例

01
どんなもの？

手話をテキスト化し、表情に基づく感情をフォントの見た

目にも反映する支援システム。

02
先行研究と比べてどこがすごい？

手話翻訳や感情認識を別々に扱う事例に対し、会話内容と

感情表現を同じ画面に統合する提案。性能比較は未実施。

03
技術や手法のキモはどこ？

手と顔の特徴点をMediaPipe Holisticで抽出し、翻訳文と

感情推定結果を組み合わせる。

04
どうやって有効だと検証した？

構成と表示イメージを提示。翻訳精度や感情フォントの理

解度を測った結果は示されていない。

05
議論はある？

手話文法に伴う表情と感情表現の切り分け、専門語の翻訳、

第三者の理解度が課題。

06
次に読むべき論文は？

発表資料掲載の船越・Zhu『手話話者の感情認識』

(2026)。
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